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(6)近江｢ダランドープ-ル期のジャクリ-｣｡
( 7 )くくCahiers de doleances des paroisses >>, Lignou, Archives Departementales
du Calvados, serie 16B, 116; id., La Coulonche, A D. C., serie 16B, 66; id., Couterme,
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¥¥¥ 忠心教区の住民構成 指導層 参加共同体 蜂起衆の勤き
*リニュ (M:g4710u人) ルイ=ジボー(大地主 ブリウズ • 300人 (600人という証言も)以上の教区民
-総人口 ジャン=ドウランジュ (Briouze，小郡首邑) の参加
-総戸数 : 104戸 (小麦粉商人，1101.4s.7d.) -警鐘を強制的に鳴らす
リニュ -受動市民 :14戸(13.5%) フランソワ=ベニェイ ルーメニループリウズ -小銃，短銃，長柄の鎌，フォーク，斧など








(La Coulonche) (宿屋の主人， 301. 15s. ) に集まり，生垣の木を引き抜き，若木を切
-総人口 : 1， 670人 シャルル=ゴーテイエ(宿屋の主人)? り倒し，そこに教区民の家畜を放し飼いに
フ- -総戸数 : 341戸 ファヌー(共益委員) する，水車小屋の破壊を通告(未遂)
クーロンシュ -受動市民:59戸 (17.3%) サンーマルタン=ラ句リゴデイエール ラーフェルテーマセ
城館攻撃 -援助 : 203人(12.2%) (地主，蹄鉄商人 (LaF，εrte-Mace) -約400人の参加
ピエール=モレル ラーソヴアジエール . I国王の命令だ!警鐘を鳴らしなさいJ
(日雇農民，21.11s. 2d.) (La Sauvagere) -ラークーロンシュ教区主任司祭を城館攻撃に
同行させる
. Iラークーロンシュの大悪魔」といわれた F=
*クーテルヌ (Couterne) ジャック=ピニョン ダルグージ、ユの子孫，モントルイュ伯の城
-総人口 : 1，500人 (宿駅長，431.11s. 9d.) リニュ 館略奪，文書類の焼却
-総戸数 : 344戸 ピエール=グリヨン ラークーロンシュ -密猟監視人で所領管理人のジャンーパプテイ
-受動市民:63戸(18.3%) (地主， 351. 16s. 10d .) テッセ (Tesse) スドセボーの家屋の略奪
-援助 : 278人(18.5%) ノエル=アッペル アントワニー
• 700-800人が参加(商人，331.6s.9d.) (Antoigny) 
クーテルヌ ジャン=フロジェ メウダン -デュープレッシがクーテルの主任司祭と公証
城館攻撃 (地主， 281.4s.1d.) (Mehoudin) 人を拘束し，同行させる
ミシェル=ブーレ ヌイイールーヴアンダン -土地関連古文書を渡さなければ城館に火を
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(ll) Ibid., p.103.
(12) Arch. Muni. d'Alencon, Cote 38-C, N. 182; Gerard Bourdin, Aspects de la Re'volu-
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(13) G. Bourdin, ibid., p.16.
(14) R Jouanne, op. cit, pp.22-80.
(15) A .D. 0., serie B, Supp. 14; G.Lefebvre, op. cit., p.122; L Duval, oP. cit., p.128;
G. Bourdin, op. cit., p.18;近江｢グランドプール期｣, 66頁｡
(16)同上。
(17)同上。









































(17.3%)，援助を必要とする人々203人 (18.5%)となっている O 指導層
としては宿屋経営者のマラン=ピドゥ (301. 15s. )，同業者のシャルル=ゴ






































































( 1 )くくⅠ. C. M. >>, Canton de Briouse,A. D. 0., Serie 1722.
(2)陳情書についてはA.D. C.,Serie 16B, 116に,タイユ税額についてはLe Mesnil
de Briouse, taille de Mil Sept cent quatre-vingt-dix, A.D. 0., Serie C 1274に基づいた｡
(3 ) A.D. 0., Serie non classee; R. Jouanne, op. cit., pp.22-28;K. Dulong, op. cit"
p.84;近江｢蜂起衆｣, 22-24頁｡
( 4 )くくI.C. M. >>, Canton de La Ferte'-Mace', A.D. 0., serie L 1722.
(5)陳情書についてはA.D.C., serie 16B,66に,タイユ税額についてはLa Coulon-
che, taille de Mil Sept cent quatre-vingt-dix, A D. 0. Serie C 1274に基づいた｡
( 6 ) A.D. 0.,Serie non classee; R Jouanne, op. cit., pp.30-38;K Dulong, op. cit..
p.76et84;近江｢蜂起衆｣, 24-26頁｡
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( 7 )くくⅠ. C. M. >>, Canton de La Ferte-Mace', A. D. 0., Serie L 1722.
(8)陳情書についてはA. D. C., serie 16 B, 70に,タイユ税額についてはCouterne,
taille de Mil Sept cent quatre-Vingt-dix, A.D. 0., serie C 1274に基づいた｡
( 9) A.D. 0., serie B, dossier emeute de 1789;R Jouanne, ob. cii., pp.49･50;K Du-
































¥¥¥ 暴力行使の対象 暴力行使の正当性と合法性 教区陳情書情報 史料
-リニュ城館，古文書保管庫内の . r全国三部会が廃止した封建制 -タイユ税(道路税込み)の負担軽減 . Arch. D. Ca1vados， 16B， 116 
土地証書などの文書類 の痕跡を残さないために総ての -肥料代を含む領主制地代の負担軽減 . A D. Ome， serie non c1asse 
-森林監察官と密猟監視人，彼等 古文書保管庫を焼き払うよう， -塩税率の軽減 . A D. 0.， L 1722 
へ森林用益などの封建的諸権利 全封建諸侯に命じた国王の布告 -慈善団体の救援無しには生きていけ . A D. 0.， B Supplement 14 
リニュ (それを放棄する宣言文への強 が届けられたことが，ブリウズ， ない多くの教区民の救済
城館攻撃 制署名) リニュおよびその周辺の諸教区 -国王課税徴収経費の削減
イ領主反動」で奪われていた共 において布告されたJ(ルイ=ジ -リニュ教区の惨状(地味の乏しい土
有地，パナリテ権(水車小屋) ボーのラーフェルテーマセの憲兵 地柄で，ライ麦，ソノ'¥，燕麦しか産
-教区主任司祭 隊大隊長宛の嘆願書) 出されず， 3ヶ月ほどしかもたない
. r王国中に広がったブリガン(盗
賊集団)の軍団が，国王陛下の
-ラークーロンシュ城館，土地証 意思のそむくことなく，城館を -地方三部会の開催，第三身分代表の . A D. c.， 16 B， 66 
書などの文書類 攻撃し古文書を奪い取り，さら 意見表明の保障 . A D. 0.， serie non c1asse 
-密猟監視人および所領管理人で に領主の住居や領地に対する暴 -多様な形態のすべての税概念を統一 . A D. 0.， L 1722 
あった].-B.=セボー 力行為を犯すことができると説 して，身分およびその他の区別無く， . A D. 0.， B Supplement 14 
フー -教区主任司祭 得しつつ，町や村の住民を騎す 収入の多少に応じた税負担に
クーロンシュ -徴収されていた森林用益に関す ことに懸命になっているJ(89 -パナリテ諸税の徴収の廃止






-クーテルヌ城館，土地証書など らず，農村住民の気持ちを掻き -タイユ税の公平な配分 . A D. c.， 16 B， 70 
の文書類 立てるに至った。そればかりか -住民達は，多様な税の重圧に苦しん . A D. 0.， serie B 
-教区主任司祭，公証人 この者たちは余の命令と偽り， でいる . A D. 0.， L 1722 
-城館内のワイン倉など また，余の顧問会議の決定とも -耕作時に過酷な労働が求められるソ . A D. 0.， B Supplement 14 
クーテルヌ -中庭に飼われていた猪 偽り広めるなどの図々しさを示 パとライ麦，それにわずかな燕麦し

















































































































( 1) A D. 0.， serie B， dossier emeute de 1789. 
( 2) L. Duval， op.at.， p.113. 
( 3) A D. 0.， serie B， dossier emeute de 1789. 
( 4) L. Duval， op.cit.， p.ll0. 
( 5) R J ouanne， op.cit.， p.34. 
( 6) De par le Roi， a Versailles， le9 aout 1789， inCollection des Documents de Michel 
Bernstein， Bibli. de l' Universite SENSHU， Tome1794- 19. 
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( 7 )Lettre du roi aux archeveques & eveques de son royaume, a Versailles, le 2 sep-
tembre 1789, in C. D. M. B., Tome 1974-21.
おわりに
以上のように,オルヌ県西部の3ヶ所の城館攻撃に放り込んだ分析によ
って,後に｢ジャクリー｣ともいわれることになった,民衆蜂起の暴力行
使の場面に関する史料の詳細な読み直しをしてきた｡そして,いわゆる｢下
から｣の暴力に含まれる多様な意味や狙いを浮き彫りにしてきた｡
その結果,国王や地方長官などが｢ブリガン(盗賊集団)｣と認識した
これらの城館攻撃が,また,この時期の地方の中小都市や農村地域のいわ
ゆる｢領主館闘争｣が,そうした紋切り型の表現では捉えきれないほど抑
揚の効いた暴力行使によって,しかし,効果的な方法によって所期の目的
を達成していたということが見えてきたように思う｡
そして,その正当性や合法性によって裏付けられた暴力は,暴動一般の
それとは大きく違って暴力行使の対象が限定されていて,それらに対する
報復の範囲も制裁,懲罰のレヴェルに留まるものであった｡史料上,略奪
と表現された場面でも,いわゆる｢打ち壊し｣の意味合いが前面に出た,
一種の｢異議申し立て｣あるいは｢物言い｣の思いの発露した儀礼的なに
おいのする,中途半端な演出の側面が強いと判断できた｡
このように,革命期初期のジャクリーは,革命を起こし絶対王政を打倒
しようとしたものではなく,教区陳情書がそうであったように国王への深
い尊敬の念を表わし,領主制を基盤とする<アンシャン-レジームの悪弊
>の一つでもある特権身分の不手際を問題視し,それらを告発したのであ
った｡オルヌ県中･西部地域ではとりわけ森林用益権にかかわる問題に収
歛されていったのである｡
それにもかかわらず,客観的にはこれらの運動がフランス王国の土台を
フランス革命初期のジヤクリーと暴力　　27
揺るがしかねない情熱と急進性をもっていたために,当時の政治情勢の下
では｢領主館闘争｣といった｢反領主｣運動に留まらず,蜂起の実態ある
いは蜂起衆の主観的意図を超えた一種の｢革命性｣を帯びたものとして理
解されてしまうのであった｡
このことからも言えることは, ｢農民運動はある条件の下では『農民革
命』になりえたが,ある場合には『農民戦争』または単なる『農民反乱』
と呼ばれ,またある情況においては『農民的反革命』にもなった｣と遅塚
忠躬がうまく説明しているように,農村,都市を問わず,民衆蜂起はいく
つかの条件の下で多様な顔を持つことになると結論付けられるである。
(本稿は,日本私立学校振興･共済事業団｢平成21年度学術研究振興資金｣事業, ｢『ミ
シェル=ベルンシュタイン文庫』の史料学的研究｣の成果の一部である｡)
